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ヒトだ液および血液の変異原不活化と
ペ｝レオキシダーゼ，カタラーゼ活性

同志社大学生化学研究室 西岡 一，布柴 達男

1. はじめに

環境変異原の遺伝毒性や発ガン性のより正確

な危険度評価は，極めて重要であるが，そのた

めには，生体内の各器官における修飾因子につ

いて十分な理解が必要である。

我々はすでに，だ液・血液による変異原の修

飾に関する研究を行い，その結果，多くの変異

原が不活化されることを報告している(Nishi-

okaら， 1981;Nishioka, 1981)。又， それ

らに含まれる不活化因子として，酵素， ビタミ

ンなどを個別に調べた結果， ぺ｝レオキ、ンダーゼ，

アスコルビン酸にその能力があり，特に，ペル

オキシダーゼにはその能力の高いことが判明し

てヽ いる（ Nishioka,1981)。 さらに， 現在ま

でに個人差．不活化機構などの研究を進め，い

くつかの知見が得られたのでここに報告する。

2. だ液および血液による変異原不活化

我々は，だ液がAF -2, MNN G, 4 N Q 0 

ケルセチンなどのサルモネラ菌TA98, TAlOO 

に対する変異原性を不活化すること，又，代謝

活性を必要とする変異原／発ガン物質，アフラ

トキシンB1. B (a) P. Trp -P -1に対しても，

同様の効果を示すことを報告した。今回は，新

たにTrp-P-1以外の加熱分解物である， Trp-

P -2, GI u -P -1, G 1 u -P -2, AaC, Me如 Cに

ついても検討した。変異原性の測定およびその

不活化の方法については，既に報告したCNi-

shiokaら，1981)。その結果，表 lに示すよう

に， Trp-P-2, AaC, Me如 Cは，30~50％の

不活化が認められたが， Glu-P-1,Glu-P-2 

に関しては，全くその効果はみられなかった。

次に，だ液の変異原不活化能の個人差を知る

ため， 40人のだ液の不活化能を比較した。図 1

は，AF -2 C o. o 4 μg /p 1 ate), 4 NQO C o. 2 
μg/plate)の変異原性に対するだ液の不活化能

と各提供者の年齢・性別の関係を示したもので

ある。これによると，各提供者について，だ液

表 1． ヒトだ液による蛋白質加熱分解物の変異原性不活化 (TA98+S9mix)

変異原試料
濃度 Hiぶ 復帰変異コロニー数／フ゜レート

不活化能f/o)a
(μ g /plate) 無処理 だ液処理

コントロー）レ 1 7 1 9 

Trp-P-1 0. 5 1, 1 0 6 2 0 7. 5 8 2. 7 
Trp-P-2 0. 5 1, 6 7 4 1, 1 3 3 3 2. 7 
Glu-P-1 0. 5 1, 9 3 9 1, 6 6 8 1 4. 2 
Glu-P-2 2. 0 5 2 7 5 3 9 
A心 1 0 4 5 5 2 6 5 4 3. 8 
MeAaC 1 0 5 3 7 3 3 8 3 8. 7 

a 不活化能は，以下のように計算された。
A-B 

不活化能{o/J=~ X 1 0 0 
A;無処理の場合の復帰変異コロニー数
B;だ液・血清などで処理した場合の復帰変更コ ロニー数
但し， A, Bは自然突然変異コロニー数をあらかじめ引いてある。
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表 2 ヒト血清による各種変異原試料の変異原性不活化

変異原試料
濃度

(μg/plate) 
菌株 S9mix His十復帰変異コロニー数／フ゜レート

無処理 血清処理
不活化能(%)

コントロール TA9 8 

TA  1 o o 

p592,図2)

40人の各だ液提供者の年齢および性別とA

F-2および 4NQOの変異原性に対する

明瞭な個人差が認められた。例

一般的に不活化能の低い提供

者の多くは，幼年 (10歳以下）あるいは，老年

(60歳以上）に見られる傾向がある。他の変異

原に対してもだ液の不活化能の個人差が判明し

ている。又，性別の差はないように思われた。

だ液同様，血液についても，その変異原不活

化能が見出された。血液は，各年齢の健康な提

供者および癌患者から個別に採取された。腕の

静脈から注射筒 (19号針）により採血し，30分

間静置，血餅除去後，25℃で30分間 3,000r.p. m. 

で遠心分離した。その上清を血清として実験に

用いた。変異原試料 0.2叫に対し，血清l.8叫

を加え，37℃で30分間処理し，変異原性試験に

かけた。不活化能は，だ液の場合同様，Ames

法における復帰変異コロ ニー数の減少を指標と

A F -2 (o. o 6 μ g / p I a t e), 

図 2
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4NQOおよびAF-2の変異原性に対す

る血清の処理時間の効果

4 N Q O (O. 1 μ g /p 1 ate)の変異原性に対す

る血清の処理時間の効果を示したものである。

これによると，どちらの変異原も10分間の血清

処理でほとんど不活化されることがわかる。そ

こで， この実験の処理時間を，充分な不活化の

時間を与えること，又，薬物が体内で比較的長

時間血液中に溶け込んでいることなどを考慮し，

30分と設定した。以上の方法により種々の変異

原の血清による不活化を調べ，表 2に示した。

これによると，血清はAF-2, 4NQO, B(a) 

Pの変異原性を著 しく不活化し，又，ケルセチ

ンやK2Cr201に対しても約 60％の不活化を示

すことが観察された。しかしながら．加熱分解

物に対してあまり不活化されず，むしろ，活性

化しているものもあ った。だ液がTrp-P-1の
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変異原性を著しく不活化し，その他の加熱分解

物についても不活化しているのに対し，血清は

わずかTrp-P-2についてのみ，50％の不活化

がみられるにすぎず，必ずしもその能力を持た

ないことは興味深い。これは，だ液と血清の不

活化のメカニズム，あるいは含有する成分の相

違によると考えられた。

図3に示すように， 8人の健康人 CH1~H8) 

および 9人の癌患者 CC1~c,)の血清により 4

NQO(0.2 μg/plate), AF  -2 C 0.04μg/ 

plate)の不活化の個人差を検討した。健康人

から得られた血清がいずれも， 4NQO, AF  -

2の変異原性を著しく不活化し，個人差がみら

れなかったのに対し．癌患者の血清は，

活化能に顕著な個人差がみられた。特に．c3お

よびら の血清の場合， 4NQOに対して異常に

低い不活化能を示すことは注目される。C，は，

AF-2についても低い不活化能であった。し

かしながら， これらの癌患者の血清の不活化能

が，生まれつきこのように低いのかどうかを知

ることは不可能であり，又，健康人提供者より

その不

3
 

高年齢であること，末期癌であるためあらゆる

生体機能が低下していること，制ガン剤など高

度の投薬処置が行われていることなどの影響も

考えられることより，不活化能の低い人が癌に

なりやすいというには， 更に検討が必要であ

る。

変異原不活化能とペルオキシダーゼ

変異原不活化の因子として，だ液や血清に含

有される酵素， ビタミンなどについて，

活化能を調べた。その結果，ぺ）レオキシダーゼ

（実験には，西洋ワサビペ）レオキシダーゼ ；H 

その不

RP25unit／叫を用いた ）は，AF-2, 

NQOの変異原性に対して約50％の不活化能を

有し，Trp-P-1に対しては，ほぼ完全に不活

化 したこと，又，アス コルビン酸（0.2mg／叫）

もそれぞれに対し，40~60％の不活化能をもつ

ことが明らかとなっている (Nishioka,1983)。

しかしながら，H2伍 を 比 0と02に分解する

という点でぺ｝レオキシダーゼに頚似のカタ ラー

ゼをはじめ，他の成分では有意な効果は認めら

4
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図 3 (トキシコロジーフォーラム p 596 図4)

健康人と癌患者の血液提供者から得た血清の

AF-2および 4NQOの変異原性に対する

不活化能の比較

れていない。表 3は， HRPとカタラーゼの加

熱分解物の変異原性不活化能を調べたものであ

る。これによると． HRPはいずれの加熱分解

物の変異原性を極めて顕著に不活化するのに対

し， カタラーゼは． MeAaCを60％不活化する

にすぎないことがわかる。このことは，すでに

述べた，だ液と血液の不活化能の差が含有成

分の相違に基づくという仮説を支持する。

ペ｝レオキ、ンダーゼは，一般に． H202または．

CH300H存在下で基質（水基供与体， AH2)
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の酸化を触媒する酵素で，

2AH叶 2H202匹roxid彎 A-A+4H20

というような反応をする。今回実験に用いたH

RPは， 200種以上の基質が知られている。

白血球に存在するミェロペ｝レオキ、ンダーゼは，

比〇濯在下で加熱分解物の変異原性を抑制す

るという報告がある (Yamadaら， 19 7 9)。例

えば， Glu-P-1は，比〇2存在下でミェロペ

ルオキシダーゼにより酸化され，次のような反

表 3 ペ｝レオキシダーゼ又は，カタラーゼによる蛋白質加熱分解物の変異原性不活化

C TA  9 8, + S 9 mix) 

変異原試料
濃度 Hiぶ復帰変異 コロニー数／プ レー ト 不活化能（％）
(μg/pla te) 無処理 ペ）レオキシダーゼ カタラーゼ ペルオキシダーゼ カタラーゼ

コントロール 1 7 1 1. 5 1 1 

Trp-P-1 0. 5 1, 1 0 6 5 7 1, 0 9 5 9 5. 8 0. 5 
Trp-P-2 0. 5 1, 6 7 4 3 7 1, 6 9 4 9 8. 5 
Glu-P-1 0. 5 1, 9 3 9 2 7 1, 9 9 0 9 9. 2 
Glu-P-2 2. 0 5 2 7 3 1 6 0 7 9 6. 2 
AaC 1 0 4 5 5 1 2 0 4 3 1 7 5. 2 4. 1 
MeAaC 1 0 5 3 7 2 3 2 1 9 9 7. 8 6 0. 0 

応が考えられた。

20エNH畑，o，立立〔こ;-;10N=Nご口□十4H,O
CH3 C比 C比

我々の実験系には， H202の存在する可能性が

少なく．すなわち， HRPによる各種加熱分解

物の変異原性不活化は．本来ぺ）レオキ、ンダーゼ

としてでなく，他の機構によることも考えられ

た。我々の用いたHRPは， 1分子中に 1個の

プロトヘムをもつヘムタンパク質であり，その

ヘムは，解離することが知られている。又，ヘ

ミンおよびその類縁化合物が加熱分解物の変異

原性を抑制するとの報告（ Arimotoら， 198 0) 

があり ，我々の結果は， これを支持するものと

考えられる。一方， だ液中に含まれるぺ）レオキ

、ンダーゼをはじめとし，動物性ペルオキ、ンダー

ゼは，ヘムの解離はないといわれており，だ液

による不活化は，極微量存在しうる過酸化物や

H心により酵素的に行われているものと考え

られる。

表 1と表 3からわかるだ液と HRPの変異原

不活化能の相違は，それぞれのペルオキ、ンダー

ゼの構造，存在状態，あるいは不活化機構の違

いなどによると思われる。又，用いたHRPは，

0. 2 mg／叫（ 25uni t,7叫）とだ液の含有量をは

るかに上まわっており，そのことも考慮する必

要がある。そこで実際にだ液中に含有するペル

オキシダーゼの活性を測定することを試みた。

だ液中のぺ｝レオキ、ンダーゼ活性の測定は， グ

アイヤコールを基質とし， H202存在下でのペル

オキシダーゼの働きにより生成されたテトラグ

アイヤコールを 47 0nmにおける吸収の増大を

Spectrophotometer (Hitachi Perkin E-

lmer UV-VIS Spectrophotomater Mo-

de I 13 9)で測定し，それよりペルオキシダー

ゼの活性を求める方法 (George, 1953)を採

用した。このときの反応を以下に示す。
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lOmM Na-P緩衝液(pH7. O) 2叫をCuvette

にとり， 20mMグアイヤコー）レ水溶液 1叫だ液

又はHRP0.1叫を加え， 25℃でSpectropho -

tometerにセットした。 2.omMH2020.1叫を撹

拌しながら注入し，同時に測定開始時間とした。

酵素反応速度は．基質濃度，酵素濃度，温度．

pHなどに依存しており，だ液に含有しうるペル

オキシダーゼ濃度を考慮し．グアイヤコール，
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図 4 グア イヤコールの酸化反応におけるHRP

の活性と 47 0nm波長の吸光度の関係

0: 2. O unit／叫 HRP
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□ :0. 5 unit／叫 HRP
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△ :0. 1 unit／叫 HRP

比02劇変を即老した。図 4は，数種の活性値の

HRP溶液を用い．反応時間を 47 0nmの吸収

の関係を示したものである。これに よると，い

ずれの活性値のHRPもある時間までは，一次

的に反応するが，それ以後は次第に遅れがみら

れる。これは，反応初期には，速度は時間のみ

に依存するが，反応の進行に伴い：基質濃度の

減少，生成物の増加などが関与してくるためと

思われる。従って，酵素活性のできる限り初期

すなわち．直線性の得られる範囲での単位時間

あたりの吸光度の変化を測定することにより求

める必要がある。図 5は，初速度 （△A/min)

0.4 

3

2

1

 

．

．

．

 

0

0

0

 

(
U
IE

\

V
V)

:l)~[{t 

゜0 0.2 0.5 1.0 

ペ）レオキ、ンダーゼ活性 cun1~£) 

2.0 

図5 HRP活性とグア イヤコール酸化反応の初

速度（△A/min)の関係

とHRP活性（ unit／叫） の関係を示したもの

である。これらは．ほぽ対応しており，個人の

だ液のぺ｝レオ キシダーゼ活性測定の検量線とし

た。個人のだ液のぺ｝レオキシダーゼ活性を測定

すると同時に，Trp-P -1の変異原性を不活化

する能力を調べ，その関係を検討したのが図 6

表 4である。図5に示されるように，サンプル

数は限られているが． ヒト だ液中のぺ｝レオキシ

ダーゼ活性は，HRP活性の0.2~0.5unit／叫に

相当し，中には．1.5unit／叫 という強い活性の

ものもあった。また．Trp-P-1不活化能とは，

概ね相関関係が得られた。このことは，ぺ｝レオ

キシダーゼがだ液に よる変異原不活化機構に大

きく関わっていること，又，不活化能の個人差

は．そのだ液のもつぺ｝レオキ、ンダーゼ活性に依

存することを示唆している。すべての変異原に

関して適応できるかどうかは，なお検討を要す

るが．個人のだ液中のぺ｝レオ キ、ンダーゼ活性を

測定することによ り，比較的多くの変異原に対

するそのだ液の不活化能を推定することができ

ると思われる。
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゜
5
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-
d
-
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゜゚ 0.5 1.0 1.5 

ペJレオキシダーゼ活性（Uniど口）

図 6 グアイ ヤコ ールの酸化反応におけるHRP

活性に対応する個人のだ液のペルオキ ンヽダー 1) 

ゼ活性とそのだ液のTrp-P-1の変異原性

に対する不活化能

表 4 個人のだ液のぺ｝レオキヽンダーゼ活性とTrp-

P-1の変異原性に対する不活化能の関係

2) 

提供者
ペ）レオキシダーゼ活性

変異原性不活化能％）
(unit／叫）

3) 

0. 6 6 NTa 

2 0. 4 0 1 3 

3 0. 3 4 NT  

4 0. 2 8 

゜0. 2 3 

゜
4) 

5 

6 0. 4 1 1 6 

7 0. 7 9 1 6 
5) 

8 0. 3 9 6 ， 1. 5 1 7 1 

10 0. 3 9 6 

6) 

a: NT Not tested 

4. おわりに

ペ｝レオキシダーゼ活性の低いだ液を分泌する

人は，ある種の発ガン物質を不活化していない

状態で胃腸などの消化器官に送り込む可能性が

高い。だからといって直ちに，この人が癌にか

かりやすい体質だと判定するためには，なお多

くの研究が必要である。また，最近，我々の研

究で，同一提供者でも，だ液採取時の体調，例

えば，極度に疲労したときなどで．ペルオキ、ン

ダーゼ活性が低下するという結果も得られてい

る。これらの結果から，食物をよく噛み，規則

正しい生活を送ることは．健康の維持のみなら

ず，癌の予防にもつながる可能性が示唆された。

文献

Arimoto, S., Ohara, Y., Namba, T., Negishi, 

T., and Hayatsu, H.: Inhibition of the 

mutagenicity of amino acid pyrolysis 

products by hemin and other biological 

pyrrole pigments. Biochem. Biopys. Res. 

Comm., 92: 662-668 (1980). 

George, P.: Intermediate compound for-

mation with peroxidase and strong oxidizing 

agents. J. Biol. Chem.,201: 413-426(1953). 

Nishioka, H., Nishi, K., and Kyokame, K.: 

Human saliva inactivates mutagenicity of 

carcinogens. Mutation Res., 85: 323-333 

(1981). 

Nishioka, H．： だ液が発ガン物質を失活する ．

環境変異原研究，3: 33-39 (1981). 

Nishioka, H.: Antimutagenic activity of 

human saliva and serum. Carcinogens and 

Mutagens in the Environment, Vol. II, CRC 

Press, 77-83 (1983). 

Yamada, M., Tsuda, M., Nagao, M., Mori, 

M., and Sugimura, T.: Degradation of 

mutagens from pyrolysates of tryptophan, 

glutamic acid and globulin by myeloper-

oxidase. Bioche. Biophys. Res. Comm., 90; 

769-776 (1979). 

-220 - -221 -



日本環境変異原学会会則

第 1条 本会は日本環境変異原学会(TheEnviron-

mental Mutagen Society of Japan)と

称する。

第 2条 本会は人間環境における突然変異原，と

くに公衆の健康に重大な関係を有する突

然変異原の研究を推進することを目的と

する。

第 3条 本会の会員は，正会員および賛助会員と

する。正会員は本会の趣旨に賛同し，環

境変異原の研究に必要な知識と経験を有

し， 定められた会費を納入した者，賛助

会員はこの学会の事業を後援し，定めら

れた会費を納入した個人または法人とす

る。

第 4条 本会に入会を希望するものは， 1名以上

の評議員の推せん書とともに所定の申込

書に記入の上，本会事務所に申込むもの

とする。

第 5条 会員は毎年会費を納入しなければならな

い。次年度の年会費の額は評議員会にお

いて審議し総会において定める。

第 6条 本会はその目的を達成するために次の事

業を行う。

1. 年 1回大会を開催し，学術上の研究

成果の発表および知識の交換を行う。

2. 奨励賞を設け，環境変異原の分野で

すぐれた研究を行い，将来の成果が期

待される研究者（原則として会員）に

授与する。

3. Mutation Research誌の特別巻を

特価で購入配布する。

4. 国際環境変異原学会連合に加入し，

国際協力に必要な活動を行う。

. 5． その他本会の目的を達成するために

必要な活動を行う。

第 7条 本会に次のとおり役員および評議員を置

く。

会 長 1名 庶務幹事 1名

会計幹事 1名

国際交流幹事 1名

会計監査 2名，および評議員若干名。

評議員は正会員の投票により選ぶ。

会長は評議員の互選によって定める。

庶務幹事，会計幹事および会計監査は会

長が委嘱する。

この他会長は必要な場合には会員の中よ

り若干名を指名し総会の承諾を得て，評

議員に加えることができる。

役員および評議員の任期は 2年とする。

役員が同じ任務に引続いて就任する場合

には 2期をもって限度とする。

第 8条 評議員会は会員を代表し，事業計画，経

費の収支，予算決算およびその他の重要

事項について審議する。

第 9条 本会は年 1回総会を開く。

総会において会則の改廃制定，予算 ・決

算の承認，その他評議員会において審議

した重要事項の承認を行う。

第10条 本会の事務執行機関は会長および 3名の

幹事をもって構成する。

会長は執行機関の長となり ，また本会を

代表する。

第11条 本会の事務は暦年による。

第12条 本会に名誉会員をお く。

附記

1. 本会則は昭和59年10月13日より施行する。

2. 本会は事務所を

静岡県三島市谷田 1,111番地に置く。

3. 正会員および賛助会員の会費はそれぞれ

年額 3,000円および 1□20,000円とする。
ただし，MutationResearch誌の特別

巻を配布を希望するものは，会費の他に

別途定める購読料を本会へ前納するもの

とする。

-223 -



日本環境変異原学会歴代学会長 日本環境変異原学会昭和59~60年度評議員名簿

初代会長 田 島 弥太郎 （国立遺伝研） （五十音順）

昭和 47年～ 52年 氏 名 所 属

第 2代会長 杉 村 隆 （国立がんセンタ ー研）
石 館 基 国立衛生試験所

昭和 53年～ 56年
乾 直 道 日本専売公社生物実験センタ ー

岩 原 繁 雄 食品薬品安全センター

第 3代会長 賀 田 恒 夫 （国立遺伝研） 大 西 克 成 徳島大学医学部

昭和 57年～ 賀 田 恒 夫 国立遺伝学研究所

菊 地 康 基 武田薬品工業椋中央研究所

日本現境変異原学会（研究会）大会（研究発表会）
黒 木登志 夫 東京大学医科学研究所

黒 田 行 昭 国立遺伝学研究所

回 数 開 催場所 会 期 準備委員長 近 藤 宗 平 大阪大学医学部

第 1 回 国立教育会館（東京） 4 7. 8. 21 田 島 弥太郎
（講演会）

第 2 墨国立遺伝学研究所（三島） 48. 9. 22 田 島 弥太郎
（研究発表

杉 村 隆 国立がんセンター

佐 々 木正 夫 京都大学放射線生物研究センター

佐 藤 茂 秋 国立がんセンター研究所
第 3 回 東京医科歯科大学（東京） 4 9. 9. 28 外村 晶

白 須 泰 彦 残留農薬研究所

第 4 回 同志社大学（京都） 50. 9. 26~27 ＃ 目 原 努 祖父尼 俊 雄 国立衛生試験所

第 5 回 東大医科研（東京） 51. 10. 2 6 杉村 隆 武 部 啓 京都大学医学部

第 6 回 武田薬品研修所（大阪） 5 2. 9. 16~17 梶 原 彊
田 ノ 岡 宏 国立がんセンター研究所

第 7 昌国立遺伝学研究所（三島） 5 3. 10. 19~20 田 島 弥太郎
（学会に改

第 8 回 箱根観光会館（箱根） 5 4. 11. 2 7~28 岩原 繁雄

土 J 11 清 国立遺伝学研究所

長 尾美奈 子 国立がんセンター研究所

西 岡 同吉社大学工学部

第 ， 回 岡山県総合福祉会館（岡山） 5 5. 11. 2 8~29 早 津 彦 哉 早 津 彦 哉 岡山大学薬学部

第 10 回 東條会館（東京） 5 6. 12. 3~ 4 石館 基 松 島泰次 郎 東京大学医科学研究所

第 11 回 修善寺総合会館（修善寺） 5 7. 10. 2 9~30 黒 田 ，，，汀一 昭
（大会に改名）

第 12 回 徳島大学医学部（徳島） 5 8. 10. 2 8~29 大西 克成

村 上 昭 雄 国立遺伝学研究所

• Jr I 邦 衛 三菱化成総合研究所安全性センター仁コ

第 1 3 回 農協ビ）レ（東京） 5 9. 1 0. 12~13 白 須 泰彦
以上 23名
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日本環境変異原学会入会申込書

昭和 年 月

日本環境変異原学会長殿

フリガナ

氏名

ローマ字つづり

1. 変異原 2. 検出系 3. 毒 性 4. 発生異常 5. 汚 染

6. 疫 A 子 7. 遺 伝 8. が ん 9. 微生物 10. 高等動物

11. 高等植物 12. 食 品 13. 気体 ・粉 じん 14. 医薬品 16. 農 薬

＠ 16. 代 謝 17. 分子機構

18. その他（ ） 
ここに記入して下さい

生年月日 年 月 日

貴学会に入会いたしたく必要事項を書き添え，評議員の推薦

を添えて申し込みます。

研究領域（下記のあてはまる項の 2, 3を0で囲んでください）
日

勤務先および職名（和）

（英）

〒

勤務先所在地 （和）

（英）

最終学校と卒業年次

TEL ex 

推 薦 者（日本環境変異原学会評議員）

勤務先および職名

氏名（署名）

入会申込者との関係（数行ご記入ください）

＠ 

研 究 歴（現在行っている研究の動向や興味の点について数行記入のこと）

加入学会名（本学会以外の）
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日本環境変異原学会奨励賞受賞者

第 1回昭和 54年度

長尾美奈子

第 2回昭和 55年度

石館

常盤

基

寛

第 3回昭和 56年度

賀田 恒夫

第 4回昭和 57年度

松島泰次郎

早津 彦哉

第 5回昭和 58年度

葛西 宏

第 6回昭和 59年度

大西克成

「食品の変異原因子に関する研究」

「環境変異原および癌原物質の染色体異常によるスクリ

ーニング」

「大気中の変異原性汚染物質の実体と調査の研究」

「環境変異原検出に関する Rec-assayの開発とその応用」

「変異原性検出による化学物質の発がん性評価について

の研究」

「環境中の変異原物質の作用機作に関する化学的研究」

「加熱食品中の強力な変異原イミダゾキノリンおよびイ

ミダゾキノキサリンの発見」

「環境中のニトロヒ°レン類の検出および代謝に関する研

究」

編集後記

昭和58年10月28日， 29日の 2日間にわた って徳島大学医学部で開催さ

れました日本環境変異原学会第12回大会の演題を中心に特別寄稿 3編，

「日本における環境変異原研究の動向」について28編を収録いたしまし

た。演題の選択につきましては，黒田庶務幹事の御助言を参考にしなが

ら選ばせていただきました。他にも収録したい内容のものもありました

が全て収録するわけにもいかず，割愛させていただきましたことをお許

し下さい。

若葉の頃より編集作業にとりかかり，約 7ケ月間紅葉の頃に一段落致

しました。編集作業不慣れのため発行までに手間どりましたことをお詫

び申し上げます。御執筆をお願いした先生方には，ご多用中のところ貴

重な原稿をお寄せいただきましたことを厚く御礼申し上げます。お陰様で

200ページを越す内容となりました。（木内 武美，大西 克成）
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